
１．本校ならではの魅力つくり 達成度 達成度 学校達成度評価 平均 学校関係者評価コメント

① 安心・安全な教育環境の維持 4月～９月 10月～３月 年間 平均

校内の活動時間の確認と遵守 5 4 5

教室周辺の安全点検の実施 4 4 4

部室ならびに部活動における安全点検の実施 3 3 3

危機管理マニュアルに基づいた日常からの備え 4 4 4

スマホ・タブレットを使用する際の安全教育 4 4 4

生徒の健康管理　㉔ 5 5 5

安心して授業を受けることのできる環境整備 3 4 4

安心して部活動に専念することができる環境づくり 4 4 4

アンケートやアセス調査の活用・いじめの未然防止 4 5 5

図書部
教育相談部や教育支援コーデイネーターと連携し、生徒
の「心の居場所」として活用。読書活動を活性化するた
め、ビブリオバトルの大会を拡大。

4 4 4

環境保健部 定期健康診断後の指導の徹底及び保護者との連携 4 4 4

事務部 節電、ゴミ減量、グリーン購入の推進。 4 4

サイエンス科
オープンスクールや中学校・塾訪問での教育内容の説明
や体験講座のサイエンス科進学希望者増加

4 4 4

② 特色ある教育活動の推進（ＳＳＨ、海外留学等） 4月～９月 10月～３月 年間

生徒指導部 登校指導ならびに下校指導 4 5 5

「教養講座」「進路講演会」の実施を通した進路意識の
向上。

4 4 4

「星琳キャリア塾」を通した、生徒の社会的・職業的自
立。

4 4 4

３年間を見通した本校独自の探究活動計画の作成 4 4 4

外部人材（大学や企業など）と連携した探究活動の充実 4 4 4

サイエンス科独自の探究活動の充実 4 4 4

姉妹校（タイ）などとの交換留学の実施 5 5 5

校内や県内での国際交流活動の実施 5 5 5

サイエンス科の探究活動で開発した教材や指導法の普通
科への導入

4 5 5

主幹事校としてＭＳＥＣの構築や諸行事の企画・運営 5 5 5

家庭における学習習慣の確立(課題を丁寧に行う習慣の育
成）

4 4 4

読書習慣の確立（朝の読書,図書館の活用や調べ学習の設
定）

3 3 3

「探究的視点」を包含する問いや発表による思考力・表
現力の育成及び新たな価値を生み出す生徒の育成

3 4 4

２学年
科学人材育成の拠点校として，「探究的視点」を包含す
る問いや発表による思考力・表現力の育成と、既成概念
にとらわれることなく新たな価値を生み出す生徒の育成

4 4 4

３学年
「探究的視点」を包含する問いや発表による思考力・表
現力の育成と新たな発見や，既成概念にとらわれない新
たな価値を生み出す生徒の育成。

4 4 4

探究活動における、デザイン思考を用いた独創的なテー
マ設定

3 4 4

ＩＣＴ（１人１台端末）活用による，探究活動における
研究の加速化

3 3 3

サイエンス科生徒主導でのわくわくサイエンス教室（年
２回）の実施、および、サイエンス科で行っている活動
の広報

4 4 4

③ 地域・PTAとの連携 4月～９月 10月～３月 年間

校内の活動時間の確認と遵守 5 4 5

危機管理マニュアルに基づいた日常からの備え 4 4 4

図書部 読書活動を推進するため、ビブリオバトルの実施。 4 4 4

ＰＴＡ総会への保護者参加の更なる向上 5 5 5

多様化する家庭環境に配慮し、各種ＰＴＡ活動への自主
的参加の促進

4 4 4

懇親会や講演会、視察等の立案・計画・実施とＰＴＡ活
動に対する保護者の満足度の向上

5 5 5

各種活動に対する意見の集約と、以降の活動の質の更な
る向上

5 5 5

保健衛生の観点による、トイレ清掃の日常的な指導 4 4 4

定期健康診断の完全実施 5 5 5

生徒の実態に応じた保健指導・健康教育の推進 4 4 4

教室の換気など感染予防の指導 4 4 4

宮崎県防災教育資料集に基づいた、日頃から防災意識の
向上に努める教育実践

4 4 4

職場の執務環境の整備 4 4 4

教育開発部 外部人材（大学や企業など）と連携した探究活動の充実 4 4 4

校務支援システムを用いた，部活動や学級役員，住所や
保護者の緊急連絡先などの生徒情報の管理

4 4 4

情報ツールを活用した，保護者への連絡と生徒の情報や
成績の共有

4 5 5

２学年
生徒を理解し，保護者との連携を深めるための二者面談
や三者面談の実施

4 5 4

4.5

学校関係者評価

4.0

4.5

環境保健部

情報企画部

生徒指導部

4.2

・進路指導においては受験
を意識しつつも個々の個
性、能力に目を向け、様々
な選択肢を示して欲しい。

・探究活動の普通科への導
入について今後も力を入れ
て欲しい。

・サイエンス科のICT活用
は、段階的に目標を設定し
ていけば良いのではない
か。

4.4

・地域活動やＰＴＡ活動を
積極的に行い、学校職員と
地域、保護者が顔を合わせ
る機会をたくさん作って欲
しい。

・星琳祭などは地域に積極
的にPRしても良いのでは。

・多様化する家庭環境への
先生方の配慮は十分にされ
ていると思うが個人の将来
につながる支援を引き続き
お願いしたい。

4.2

・施設・設備の老朽化によ
り生徒の事故や怪我に繋が
らないよう定期的な修繕を
お願いしたい。

・グラウンド整備上の安全
性の確保を引き続きお願い
します。

・地震により周辺の道路が
寸断され、孤立する可能性
が十分にあると感じる。被
災時の備えも進めていただ
きたい。

・薬物が身近になっている
現在、啓発や家庭教育が必
要と感じる。

・安心安全な学校に向けて
積極的な取組に期待する。
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令和６年度　宮崎北高等学校　学校関係者評価表



④ 広報活動の充実 4月～９月 10月～３月 年間

学校案内パンフレット作成 5 5 5

高校説明会、塾・中学校説明会の実施 3 5 4

オープンスクールの実施 5 5 5

学校公開の実施 3 5 4

生徒指導部 危機管理マニュアルに基づいた日常からの備え 4 4 4

新入試の情報の提供。 4 4 4

進路掲示版の有効活用。 3 4 4

図書部
読書活動を活性化するため、ビブリオバトルの会の拡
大。

4 4 5

地域・保護者との連携を深める学校保健委員会の実施 4 4 4

地域と連携して防災意識の向上に努める。 5 5 5

ＰＴＡ総会への保護者参加の更なる向上 5 5 5

多様化する家庭環境に配慮し、各種ＰＴＡ活動への自主
的参加の促進

4 4 4

懇親会や講演会、視察等の立案・計画・実施とＰＴＡ活
動に対する保護者の満足度の向上

5 5 5

各種活動に対する意見の集約と、以降の活動の質の更な
る向上

5 5 5

外部人材（大学や企業など）と連携した探究活動の充実 4 4 4

ホームページ・ブログ・通信等を積極的に活用した、特
色ある教育活動の広報

4 4 4

プレスリリースを積極的に行い、報道機関による広報の
充実

4 4 4

ＭＳＥＣを通じた、本校で開発した教材や指導法の普及 4 4 4

情報企画部
ホームページや県教育委員会Xを用いた，学校行事や教育
活動の効果的な配信

2 3 3

探究活動における、デザイン思考を用いた独創的なテー
マ設定

3 4 4

サイエンス科生徒主導でのわくわくサイエンス教室（年
２回）の実施、および、サイエンス科で行っている活動
の広報

4 4 4

オープンスクールや中学校・塾訪問での教育内容の説明
や体験講座のサイエンス科進学希望者増加

4 4 4

サイエンス科独自パンフレットおよびDVD・通信の作成
と活用

4 4 4

⑤ 不登校生に対する総合支援の推進 4月～９月 10月～３月 年間

教務部 遠隔授業の認定に関する内規の整備 3 3 3

生徒指導部 合理的配慮の必要な生徒への対応 4 4 4

情報企画部 遠隔授業の機材整備 3 4 4

4.3

4.0

・他校や私立にはないきめ
細やかな対応が貴校の魅力
なればよいと思う
・家庭や他機関他職種との
連携もさらに必要だ。

進路指導部

環境保健部

渉外厚生部

教育開発部

サイエンス科

4.2

教務

・PTA広報誌「欅」がPTA新
聞コンクールで優秀賞と
なっった。この内容も学校
内だけではなく、ＨＰ等を
使って発信してみてはどう
か。

・ＨＰやＳＮＳ等の様々な
ツールを活用されながら発
展的な工夫を期待したい。

・生徒の活動が写真で紹介
されている部分について
は、広報として効果的だと
思う。

3.7
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２．確かな学力の保持 達成度 達成度 学校達成度評価 平均 平均 学校関係者評価コメント

⑥ わかる授業・力のつく授業の実践 4月～９月 10月～３月 年間

教務部 PPDACサイクルを意識した授業の推進と授業研究 4 4 4

生徒指導部 安心して授業を受けることのできる環境整備 3 4 4

授業の充実と自宅学習習慣の確立による基礎学力の定着 4 3 4

放課後講座(北辰タイム)・錬成講座の検証と工夫・改善。 4 4 4

情報企画部
教科指導でのICTの活用による，生徒への興味・関心の向
上と分かりやすい授業の実現

3 4 4

１学年
「わかる授業」,「力のつく授業」の展開と,理解度を高め
るためのICT機器の活用

4 4 4

２学年
生徒が授業に集中して臨み，学習内容の理解と定着を図
るための授業研究の充実と、図書館やＩＣＴの適切な活
用と生徒の意識改革

4 4 4

３学年
生徒の状況に応じた授業や課題の工夫と，学習に対する
自信、大学入学共通テストで求められる力（思考力・判
断力・表現力・読解力等）の育成。

4 4 4

⑦ 個に応じた学習機会の設定 4月～９月 10月～３月 年間

大学受験に対応したカリキュラムの編成 4 4 4

考査時間割の早期提示と家庭学習の質と量の向上 4 4 4

欠席・遅刻の多い生徒や学業不振生徒への対応 4 4 4

教室周辺の安全点検の実施 4 4 4

合理的配慮の必要な生徒への対応 4 4 4

不登校生徒への組織的な対応の実現 4 4 4
推薦基準の検証と安易な推薦受験の抑制。

3 3 3

生徒の特性を生かした受験指導の研究。 3 3 3

学力向上委員会，進路検討会の実施。 4 3 4

模試・実力考査等の成績の分析とその効果的な活用。 4 3 4

図書部 ACTや調べ学習のための読書活動の活性化 3 3 3

国際交流スタークラブで週１回のランチミーティングや
国際交流への参加促進を積極的に行い、国際化に対応で
きる生徒の育成

4 4 4

外部団体の主催する留学や国際交流行事の積極的な紹介 5 5 5

家庭における学習習慣の確立(課題を丁寧に行う習慣の育
成）

4 4 4

読書習慣の確立（朝の読書,図書館の活用や調べ学習の設
定）

3 3 3

上位者層の成績向上と意識高揚を図るための北辰タイム
の活用

4 4 4

部活動や学習において、さらに上を目指して努力する生
徒の育成

3 4 4

家庭学習習慣確立のための，「学習の記録」等の活用
と、適切なアドバイスを行い，学級や学年で切磋琢磨す
る雰囲気の醸成

4 4 4

学習方法を具体的に提示し，課題への取り組みの徹底 3 4 4

上位者層の意識と学力の向上，中間・下位層の基礎基本
の徹底のための放課後講座の工夫

3 4 4

部活動でも学習面でも上位を目指すための努力を惜しま
ない生徒の育成

4 4 4

テストや宅習調査の結果等をもとにした生徒の実態把握
と，個々の生徒に応じた適切な激励。

4 4 4

上位者層の更なる学力向上と下位層の基礎基本の徹底の
ための放課後講座の工夫，個別指導や添削指導の実施。

4 4 4

部活動では上位（全国・九州大会出場等），学習では難
関大学を含めた国公立大学進学等を目指し努力する生徒
の育成。

4 4 4

サイエンス科
教科担任会・進路検討会を通した，生徒の学力の現状の
把握・共有，および、学習指導への活用

3 4 4

⑧ 理解度を高めるICT機器の活用 4月～９月 10月～３月 年間

教務部 ＩＣＴ機器の活用推進と授業研究 3 4 3

生徒指導部 スマホ・タブレットを使用する際の安全教育 4 4 4

教育開発部
１人１台の端末やＤＳの学習内容を積極的に活用した、
研究内容の充実

3 3 3

教科指導でのICTの活用による，生徒への興味・関心の向
上と分かりやすい授業の実現

3 4 4

すべての教室でICT活用をした授業を可能にするプロジェ
クターやネットワークなどの学校のICT環境の整備

4 4 4

１学年
「わかる授業」,「力のつく授業」の展開と,理解度を高め
るためのICT機器の活用

4 4 4

２学年
授業研究の充実と、図書館やＩＣＴを適切に活用するこ
とによる生徒の意識改革

4 5 4

３学年
生徒の状況に応じた授業や課題の工夫と，学習に対する
自信，大学入学共通テストで求められる力（思考力・判
断力・表現力・読解力等）の育成。

4 4 4

サイエンス科
ＩＣＴ（１人１台端末）活用による，探究活動における
研究の加速化

3 3 3

4.3

・「身近な国公立大に数多
く」というのは本当にその
通りだと感じた

・難関大の合格実績も盛り
上がるが、まずは宮大を中
心とした地元大学を目指す
生徒を育成していただけれ
ばと感じる。

・朝課外を廃止し数年経過
するが、主体的、かつ個に
合わせた学習の機会となっ
ているとよい。

3.7

4.3

4.0

生徒指導部

進路指導部

進路指導部

教務部
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・自宅学習等で個人的に活
用している生徒もいるので
はないか。ICT教育を行う設
備環境は整っていても、活
かすことはなかなか難しい
ところもあると思うが、さ
らに活用推進を期待する。

4.0

興味関心をそそる授業展開
については、大変苦労や工
夫をされていると評価でき
る。
・情報過多の生活環境の中
で、情報処理能力、思考
力、判断力ことが重要。

・アクティブラーニングも
積極的にされているようで
ある。

・睡眠、栄養面などの生
活面についての授業も実
践してはどうか。

3.9
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⑨ 探究的視点を包含する授業の構築 4月～９月 10月～３月 年間

生徒指導部 スマホ・タブレットを使用する際の安全教育 4 4 4

進路指導部 推薦入試対策の工夫・改善。 4 4 4

図書部 図書館の利用と活性化 4 4 4

探究的な学びを実現するための授業改善の推進 4 4 4

サイエンス科の探究活動で開発した教材や指導法の普通
科への導入

4 5 5

１学年
「探究的視点」を包含する問いや発表による思考力・表
現力の育成及び新たな価値を生み出す生徒の育成

3 4 4

授業研究の充実と、図書館やＩＣＴを適切に活用するこ
とによる生徒の意識改革

4 5 4

科学人材育成の拠点校として，「探究的視点」を包含す
る問いや発表による思考力・表現力の育成と、既成概念
にとらわれることなく新たな価値を生み出す生徒の育成

4 4 4

生徒の状況に応じた授業や課題の工夫と，学習に対する
自信，大学入学共通テストで求められる力（思考力・判
断力・表現力・読解力等）の育成。

4 4 4

「探究的視点」を包含する問いや発表による思考力・表
現力の育成と新たな発見や，既成概念にとらわれない新
たな価値を生み出す生徒の育成。

4 4 4

⑩ 「探究」による思考力・育成表現力の育成 4月～９月 10月～３月 年間

３年間を見通した本校独自の探究活動計画の作成 4 4 4

サイエンス科独自の探究活動の充実 4 4 4

サイエンス科の探究活動で開発した教材や指導法の普通
科への導入

4 5 5

１学年
「探究的視点」を包含する問いや発表による思考力・表
現力の育成及び新たな価値を生み出す生徒の育成

3 4 4

２学年
科学人材育成の拠点校として，「探究的視点」を包含す
る問いや発表による思考力・表現力の育成と、既成概念
にとらわれることなく新たな価値を生み出す生徒の育成

4 4 4

生徒の状況に応じた授業や課題の工夫と，学習に対する
自信，大学入学共通テストで求められる力（思考力・判
断力・表現力・読解力等）の育成。

4 4 4

「探究的視点」を包含する問いや発表による思考力・表
現力の育成と新たな発見や，既成概念にとらわれない新
たな価値を生み出す生徒の育成。

4 4 4

企業や専門家，各種発表会での研究成果の積極的な発表 3 4 4

サイエンス科生徒主導でのわくわくサイエンス教室（年
２回）の実施、および、サイエンス科で行っている活動
の広報

4 4 4

4.1

・ＳＳＨ、探究学習は北高
の中核となる重要ポイント
だと思う。さらに推進して
いただきたい。

・探究活動を通して、問を
持つことの大切さ、探究す
ること、問を明らかにする
ことへの面白さを、生徒自
身が感じられるよう、今後
も育成をお願いしたい。

4.1

・物事の本質を見極め、瞬
時に問題点を指摘でき、そ
れを解決しようとする姿勢
が社会に貢献できる能力で
ある。主体性を持って進め
るように探究の授業からの
育成を目指してほしい。

・普通科への探究活動の導
入前後を比較し、思考力が
身についていることを期待
する。

・サイエンス科で開発した
スキルの普通科への導入は
強みとして外部に主張でき
ることであると思う。
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部

・
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内

容

３学年

サイエンス科

教育開発部

２学年

教育開発部

4.0

4.0



３．自主自立の精神の育成 達成度 達成度 学校達成度評価 平均 平均 学校関係者評価コメント

⑪ 規律に基づく生活習慣の確立 4月～９月 10月～３月 年間

教務部 考査時間割の早期提示と家庭学習の質と量の向上 4 4 4

登校指導ならびに下校指導 4 5 5

あいさつ指導など、生徒職員の良好な関係を築くための
アプローチ

3 4 4

校内の活動時間の確認と遵守 5 4 5

制服の着用と付随する規則の確認 3 3 3

「北高生として守るべきこと」の常時指導 3 4 4

校則の見直しと議論・調整の場の設定 3 4 4

教室や廊下の棚の整理整頓など、環境美化の観点による
日常的な指導

4 4 4

清掃の予鈴と同時に取りかかる準備ができる指導 3 4 4

情報企画部 情報ツールを活用した日々の健康観察や宅習調査の実施 4 4 4

１学年
良好な人間関係を築く基盤となるマナーや礼法に対する
指導

4 4 4

２学年
時間や約束を守り，清掃に真摯に取り組むなど，学校生
活や社会において求められる基本的な力の育成指導

4 5 4

３学年
下級生の良き手本となるための，学校生活すべてにおけ
る最上級生としての意識向上

3 3 3

サイエンス科
通級指導担当と連携した，特性のある生徒の早期把握と
手厚い早期対応

4 4 4

⑫ 自治活動による愛校心の高揚 4月～９月 10月～３月 年間

制服の着用と付随する規則の確認 3 3 3

部室ならびに部活動における安全点検の実施 3 3 3

行事の計画立案と生徒による運営を支援 3 4 4

行事を通して生徒のリーダー性を醸成 3 4 4

校則の見直しと議論・調整の場の設定 3 4 4

生徒会役員改選の選挙を通して、主権者教育を実施 3 4 4

「北圖」の発行、星琳祭・ビブリオバトルなどイベント
の企画運営を生徒主体的に実施

4 4 4

「図書カフェ」ポーラースター開催など、読書以外のイ
ベントを実施

3 3 3

環境保健部 自主活動による生徒美化委員会の活性化 3 5 4

生徒が主体的に活躍できる場の設定と適切な評価 4 4 4

清掃活動や行事の準備・後片付け等での奉仕的精神の育
成

3 3 3

宮崎北高生としての自覚と誇りを持ち、協力して課題を
解決する生徒の育成

3 4 4

生徒が学校行事等で主体的に活躍できる場の設定 4 5 4

宮崎北高生として自覚と誇りを持たせ，互いの個性を認
め合いながら協力して様々な課題を解決していける生徒
の育成

4 5 4

学校行事，学級活動，部活動等に積極的に関わる「つく
る立場」「まとめる立場」の意識をもたせた活動

4 4 4

清掃活動や奉仕活動，行事の準備・後片付け等に熱心に
取り組む奉仕的精神の育成

3 3 3

下級生の良き手本となるための，学校生活すべてにおけ
る最上級生としての意識向上

3 3 3

宮崎北高生としての自覚と誇りを持ち，互いの個性を認
め合いながら協力して様々な課題を解決していける生徒
の育成

4 4 4

サイエンス科
１年生での宿泊研修や学期1回のサイエンス科集会を通し
た，帰属意識や進路・学習・探究に関する意識の高揚

4 5 5

⑬ 公共心と道徳観の育成 4月～９月 10月～３月 年間

登校指導ならびに下校指導 3 5 4

アンケートやアセス調査の活用・いじめの未然防止 4 5 5

環境保健部 清掃の仕方の指導と工夫 4

良好な人間関係を築く基盤となるマナーや礼法に対する
指導

4 4 4

清掃活動や行事の準備・後片付け等での奉仕的精神の育
成

3 3 3

宮崎北高生としての自覚と誇りを持ち、協力して課題を
解決する生徒の育成

3 4 4

時間や約束を守り，清掃に真摯に取り組むなど，学校生
活や社会において求められる基本的な力の育成指導

4 5 4

部活動やボランティア活動等への積極的参加を促すとと
もに，清掃活動等も熱心に取り組む生徒の育成

4 5 4

宮崎北高生として自覚と誇りを持たせ，互いの個性を認
め合いながら協力して様々な課題を解決していける生徒
の育成

4 5 4

清掃活動や奉仕活動，行事の準備・後片付け等に熱心に
取り組む奉仕的精神の育成

3 3 3

宮崎北高生としての自覚と誇りを持ち，互いの個性を認
め合いながら協力して様々な課題を解決していける生徒
の育成

4 4 4

通級指導担当と連携した，特性のある生徒の早期把握と
手厚い早期対応

4 4 4

協調性やコミュニケーション力の養成を目的にしたピア
サポート活動の実施

3 3 3

4.0

4.3

4.3

・礼儀正しく、挨拶も気持
ちが良い。髪型も校則が変
わったが、問題なく爽やか
で好印象な生徒がほとんど
である。

・コロナ禍を経験し自治活
動には消極的傾向にある生
徒も多いかと思う。

・主体性を強化し特色ある
学校づくりを生徒ができる
よう支援をお願いしたい。

3.8

・優しく、他者に共感、理
解する力は持ち備えている
と思うが、他者のために動
く機会は少ない。地域清掃
や福祉施設での活動など、
多様な活動を通じて社会貢
献の意義を体験できると良
い。

4.0

3.7
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⑭ 自己肯定感の育成（部活動・各種活動の推奨） 4月～９月 10月～３月 年間

部室ならびに部活動における安全点検の実施 4 3 3

行事の計画立案と生徒による運営を支援 3 4 4

行事を通して生徒のリーダー性を醸成 3 4 4

安心して部活動に専念することができる環境づくり 4 4 4

不登校生徒への組織的な対応の実現 4 4 4

アンケートやアセス調査の活用・いじめの未然防止 4 5 5

「北圖」の発行、星琳祭・ビブリオバトルなどイベント
の企画運営を生徒主体的に実施

4 4 4

「図書カフェ」ポーラースター開催など、読書以外のイ
ベントを企画

3 3 3

教育開発部 外部団体の主催する留学や国際交流行事の積極的な紹介 5 5 5

生徒が主体的に活躍できる場の設定と適切な評価 4 4 4

部活動や学習において、さらに上を目指して努力する生
徒の育成

3 4 4

宮崎北高生としての自覚と誇りを持ち、協力して課題を
解決する生徒の育成

3 4 4

生徒が学校行事等で主体的に活躍できる場の設定 4 5 4

部活動やボランティア活動等への積極的参加を促すとと
もに，清掃活動等も熱心に取り組む生徒の育成

4 5 4

上位者層の意識と学力の向上，中間・下位層の基礎基本
の徹底のための放課後講座の工夫

4 4 4

宮崎北高生として自覚と誇りを持たせ，互いの個性を認
め合いながら協力して様々な課題を解決していける生徒
の育成

4 5 4

学校行事，学級活動，部活動等に積極的に関わる「つく
る立場」「まとめる立場」の意識をもたせた活動

4 4 4

部活動では上位（全国・九州大会出場等），学習では難
関大学を含めた国公立大学進学等を目指し努力する生徒
の育成。

4 4 4

宮崎北高生としての自覚と誇りを持ち，互いの個性を認
め合いながら協力して様々な課題を解決していける生徒
の育成

4 4 4

サイエンス科 企業や専門家，各種発表会での研究成果の積極的な発表 3 4 4

⑮ 対話を軸とした自尊感情の育成 4月～９月 10月～３月 年間

行事を通して生徒のリーダー性を醸成 3 4 4

校則の見直しと議論・調整の場の設定 3 4 4

生徒会役員改選の選挙を通して、主権者教育を実施 3 4 4

環境保健部 学年単位での清掃時の見回りによる濃淡のない清掃指導 4

２学年
生徒を理解し，保護者との連携を深めるための二者面談
や三者面談の実施

4 5 4

３学年
生徒の実態を把握し保護者との連携を図り，進路実現に
向けて本気にさせる二者面談、三者面談の実施

4 4 4

通級指導担当と連携した，特性のある生徒の早期把握と
手厚い早期対応

4 4 4

協調性やコミュニケーション力の養成を目的にしたピア
サポート活動の実施

3 3 3

4.5

4.0

１学年

4.0

3.9
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生徒指導部

図書部

・それぞれの部活や活動に
おいて、楽しそうに活動で

きていると思う。

・先生方は生徒への声かけ
など良くされていると思
う。見てくれている、とい
うことが生徒に伝わると安
心感につながので引き続き

お願いしたい。



４．個に応じた進路支援 達成度 達成度 学校達成度評価 平均 平均 学校関係者評価コメント

⑯ 対外模試での目標値の設定 4月～９月 10月～３月 年間

生徒指導部 安心して授業を受けることのできる環境整備 4 4 4

進路指導部 模試・実力考査等の成績の分析とその効果的な活用。 4 3 4

面談による生徒の実態把握と適切なアドバイス及び生徒
が高い目標を掲げて努力を重ねるような仕掛けの実施

4 4 4

上位者層の成績向上と意識高揚を図るための北辰タイム
の活用

4 4 4

２学年
系統的な進路学習の計画，早めの進路目標決定，模試の
目標設定を意識した学習とていねいな振り返りの実施

4 4 4

生徒の状況に応じた授業や課題の工夫と，学習に対する
自信，大学入学共通テストで求められる力（思考力・判
断力・表現力・読解力等）の育成。

4 4 4

上位者層の更なる学力向上と下位層の基礎基本の徹底の
ための放課後講座の工夫，個別指導や添削指導の実施。

4 4 4

教科担任会・進路検討会を通した，生徒の学力の現状の
把握・共有，および、学習指導への活用

4 4 4

各学年サイエンス科の進路に関する目標値の設定 3 3 3

⑰ 学力推移の検証と情報の共有 4月～９月 10月～３月 年間

授業の充実と自宅学習習慣の確立による基礎学力の定着 3 3 3

放課後講座(北辰タイム)・錬成講座の検証と工夫・改善 4 4 4

学力向上委員会，進路検討会の実施。 4 3 4

模試・実力考査等の成績の分析とその効果的な活用。 4 3 4

情報企画部
校務支援システムを用いた，定期考査・出席状況などの
成績の一元管理及び生徒指導や指導要録，調査書の作成
のための活用

5 5 5

面談による生徒の実態把握と適切なアドバイス及び生徒
が高い目標を掲げて努力を重ねるような仕掛けの実施

4 4 4

上位者層の成績向上と意識高揚を図るための北辰タイム
の活用

4 4 4

上位者層の意識と学力の向上，中間・下位層の基礎基本
の徹底のための放課後講座の工夫

4 4 4

系統的な進路学習の計画，早めの進路目標決定，模試の
目標設定を意識した学習とていねいな振り返りの実施

3 4 4

生徒の進路実現に向けた大学入試の研究と積極的な情報
提供

3 4 4

生徒の進路実現に向けた大学入試の研究と積極的な情報
の提供

4 4 4

上位者層の更なる学力向上と下位層の基礎基本の徹底の
ための放課後講座の工夫，個別指導や添削指導の実施。

4 4 4

サイエンス科
教科担任会・進路検討会を通した，生徒の学力の現状の
把握・共有，および、学習指導への活用

4 4 4

⑱ 職業観・勤労観を培う教養講座・講話の設定 4月～９月 10月～３月 年間

「星琳キャリア塾」による生徒の社会的・職業的自立 3 4 4

「教養講座」「進路講演会」を通した進路意識の向上 4 4 4

オープンキャンパス参加等を利用した進路先の早期決定 4 4 4

大学入試や小論文・面接指導に関する職員研修会の実施 2 4 3

１学年
教養講座やオープンキャンパス等への積極的な参加の呼
び掛けと生徒の進路研究の支援

4 4 4

２学年
教養講座，各種講演会・国際交流活動，オープンキャン
パス等への積極的な参加の促進と生徒の進路意識の高揚

4 5 5

サイエンス科
１年生での宿泊研修や学期1回のサイエンス科集会を通し
た，帰属意識や進路・学習・探究に関する意識の高揚

4 5 5

⑲ 面談による進学意識の向上 4月～９月 10月～３月 年間

進路希望調査の実施と進路意識の高揚 4 4 4

進路指導プラン確立の実施 3 3 3

推薦基準の検証と生徒の特性を生かした受験指導の研究 3 3 3

学力向上委員会､進路検討会等の分析と効果的な活用 4 3 4

情報企画部
情報ツールを活用した，保護者への連絡と生徒の情報や
成績の共有

4 5 5

１学年
面談による生徒の実態把握と適切なアドバイス及び生徒
が高い目標を掲げて努力を重ねるような仕掛けの実施

4 4 4

２学年
生徒を理解し，保護者との連携を深めるための二者面談
や三者面談の実施

4 5 4

テストの結果や宅習調査の結果等をもとにした生徒の実
態把握と，個々の生徒への適切な助言

4 4 4

生徒の実態を把握し保護者との連携を図り，進路実現に
向けて本気にさせる二者面談、三者面談の実施

4 4 4

サイエンス科
少人数学級編成を行い，担任・副担任全員で定期的な面
談の実施と学力の向上

3 4 4

⑳ 推薦入試への組織的対応 4月～９月 10月～３月 年間

大学入試や小論文・面接指導に関する職員研修会の実施 2 3 3

推薦基準の検証と生徒の特性を生かした受験指導の研究 3 3 3

２学年
系統的な進路学習の計画，早めの進路目標決定，模試の
目標設定を意識した学習とていねいな振り返りの実施

3 4 4

３学年
生徒の実態を把握し保護者との連携を図り，進路実現に
向けて本気にさせる二者面談、三者面談の実施

4 4 4

サイエンス科 探究活動における実績を利用した進路実現 4 4 4

4.0

進路指導部

１学年
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２学年

３学年

進路指導部

進路指導部

３学年

１学年

３学年

サイエンス科

進路指導部

4.3

4.5

4.3

4.3

・朝課外の廃止の評価も行
いながら、自宅学習や自己
学習のあり方を考えてもら
えると良い。

・推薦入試対策は大変と思
う。学力も担保しつつご指
導をお願いしたい。



５．協働性・同僚性の高い職員 達成度 達成度 学校達成度評価 平均 平均 学校関係者評価コメント

㉑ 法令遵守を堅持する職員 4月～９月 10月～３月 年間

教育開発部
ＪＳＴと密に連絡を取り、SSHの適切な業務遂行と予算
執行

4 5 5

コンプライアンス意識を持った職務の遂行 5 5 5

準公金の適正化と納期内収納の促進 5 4 4

教育委員会からの通知文等の職員への周知。 5 5 5

気になる職員の言動への面談及びフィードバックでの適
切な指導と支援。

4 4 4

職員研修を通した、公務員、教員としての道徳観、倫理
観の向上。

4 4 4

㉒ 新たな技能・スキル獲得に意欲的な職員 4月～９月 10月～３月 年間

図書部
マイラインサービスの活用、国立国会図書館や他の図書
館の活用を実践

4 4 4

各担当者が責任もってSSH研究開発を行い、部員全員で
協力

4 5 5

他校視察や情報収集を積極的に行い、本校のこれまでの
SSHの取組のまとめを実施

3 4 4

職員会議等で研修を行い、SSH事業や探究活動、国際交
流の理解促進

4 4 4

情報企画部
タブレットを効果的に活用した指導事例の収集や，教員
のICT活用指導力の向上のための職員研修の実施

2 3 3

㉓ 研修を活用し汎用的資質の向上に励む職員 4月～９月 10月～３月 年間

一人一 台端末を利用した授業の推進 3 2 3

年間研修計画の作成 4 4 4

人権教育に関わる職員研修の実施 4 4 4

生徒指導に関わる職員研修の実施 4 4 4

環境保健部 心肺蘇生法、ＡＥＤ講習の全職員受講 4 4 4

教育開発部
職員会議等で研修を行い、SSH事業や探究活動、国際交
流の理解促進

4 4 4

情報企画部
タブレットを効果的に活用した指導事例の収集や，教員
のICT活用指導力の向上のための職員研修の実施

2 2 2

管理職
『新しい研修制度』の周知及びキャリアに応じた研修受
講の推奨。

4 4 4

㉔ 要支援生徒に組織的に対応できる職員 4月～９月 10月～３月 年間

あいさつ指導など、生徒職員の良好な関係を築くための
アプローチ

3 4 4

生徒の健康管理 5 5 5

生徒指導に関わる職員研修の実施 4 4 4

リクエスト週間など生徒一人ひとりの意見に耳を傾ける
機会の設定

4 5 5

合理的配慮の必要な生徒への対応 4 4 4

不登校生徒への組織的な対応の実現 4 4 4

サイエンス科
通級指導担当と連携した，特性のある生徒の早期把握と
手厚い早期対応

4 4 4

管理職
一次支援、二次支援、三次支援など、段階に応じた支援
体制の構築。

4 4 4

㉕ 人権を重んじる職員 4月～９月 10月～３月 年間

あいさつ指導など、生徒職員の良好な関係を築くための
アプローチ

3 4 4

人権教育に関わる職員研修の実施 4 5 5

生徒指導に関わる職員研修の実施 4 4 4

アンケートやアセス調査の活用・いじめの未然防止 4 4 4

図書部
週刊「ダイバーシテイー」の発刊など、人権･道徳教育と
の連携を実施

4 4 4

事務部
学校徴収金や各種証明等の事務処理における個人情報の
厳正な取扱い

5 5 5

管理職
パワハラ・セクハラアンケート結果を検証による、留意
事項の顕在化と職員の感度の向上。

4 4 4

4.3

4.3
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生徒指導部

事務部

管理職

教育開発部

教務部

生徒指導部

生徒指導部

・タブレット活用は先生方
によって差があるのか。良
い取組の例を全体に広げて
いっていただきたい。

4.5

4.0

3.6

4.8

4.3

4.0

4.3

4.3

・ICT活用については引き続
き、研修等参加にて活用推
進を期待する。

・サインを見逃さず、即対
応できる体制を整え続けて
欲しい。初動が大事。



６．風通しのよい職場 達成度 達成度 学校達成度評価 平均 平均 学校関係者評価コメント

㉖ 担当業務の量・質の平準化 4月～９月 10月～３月 年間

各担当者が責任もってSSH研究開発を行うとともに、部
員全員で協力

5 5 5

国際交流推進委員会を設置し、他分掌の職員との協動的
な運営

3 3 3

管理職
業務単位での難易度の数値化及び個々の教職員の担う業
務総量の均一化。

4 4 4

㉗ 年休・休暇の弾力的な取得推奨 4月～９月 10月～３月 年間

各種会議の開催数の減少及び職員が裁量できる時間の確
保。

4 4 4

行事の精選や日程調整による、年休・休暇を取得しやす
い環境の醸成。

4 4 4

㉘ 時間外勤務「45時間未満/月」の推進 4月～９月 10月～３月 年間

情報企画部
自動採点システムを活用による，正確で迅速な採点業務
への効率化

4 4 4

管理職
超勤傾向の強い職員の特定並びに勤務態様の改善・見直
しについて話し合う場の設定。

4 4 4

㉙ 職員間連携の強化（報・連・相の定着） 4月～９月 10月～３月 年間

渉外厚生部
歓送迎会等の予算の準備やその他の行事について準備お
よび補佐。職員間およびPTAの連携強化

5 5 5

環境保健部
職員の健康相談、心の健康対策の実施と衛生委員会の充
実

4 4 4

教育開発部
各担当者が責任もってSSH研究開発を行うとともに、部
員全員で協力

5 5 5

情報企画部
GoogleDriveや校内ポータルサイトの活用による，Webサ
イト上でのコミュニケーション及び連絡・報告等の情報
の共有

4 4 4

管理職
問題対応は初動で決まることの周知及び管理職による情
報整理の一元化の徹底。

4 4 4

㉚ 業務全般におけるICT活用の拡充 4月～９月 10月～３月 年間

教務部 一人一 台端末を利用した授業の推進 3 2 3

ICTを活用しペーパーレス化を推進 2 2 2

校務支援システムを用いた，定期考査・出席状況などの
成績の一元管理及び生徒指導や指導要録，調査書の作成
のための活用

5 5 5

管理職
ICT機器活用へ置換できる業務内容の整理し並びに職場内
の効率化・合理化への機運の醸成。

4 4 4

3.5
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情報企画部
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4.3

4.3

・進学校ということもあ
り、先生方の負担は大き
い。心身の健康に配慮され
ながら、業務にあたってい
ただきたい。

4.3

4.3

4.8


